
親
鷲
の
余
仏
菩
薩
観

圭
目
、
〉
｛

水
　
邦
　
彦

ω
鎌
倉
時
代
の
常
陸
国

　
周
知
の
通
り
、
常
陸
国
南
部
一
現
茨
城
県
南
部
一
は
、
鎌
倉
時
代
に
親
鷲
の

門
弟
を
中
心
と
し
た
小
集
団
が
数
多
く
存
在
し
、
所
謂
「
浄
土
真
宗
」
が
盛
ん

だ
っ
た
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
と
同
時
に
忍
性
を
中
心
と
し
た
律
宗

に
よ
る
地
蔵
信
仰
布
教
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
先
行
研
究
で
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
一
堤
禎
子
「
申
世
、
地
蔵
信
仰
の
ト
ポ
ス
ー
常
陸
・
北
下
総
一
茨

城
県
域
一
の
場
合
－
上
・
下
」
『
月
刊
百
科
』
3
5
5
・
3
5
6
号
　
平
成
四

年
一
現
代
よ
り
交
通
機
関
が
不
便
で
、
人
口
密
度
も
希
薄
で
あ
っ
た
鎌
倉
時
代

に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
は
、
直
に
真
宗
の
専
修
念
仏
と
律
宗
の
地
蔵
信
仰
の
対

立
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
個
々
の
小
集
団
が
弟
子
の
数
を
競
っ

て
い
た
こ
と
は
、
資
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
真
宗
内
部
の

軋
櫟
を
生
む
だ
け
で
な
く
、
他
宗
派
と
の
軋
櫟
を
も
生
み
や
す
い
。

　
　
専
修
念
仏
の
と
も
が
ら
の
、
わ
が
弟
子
ひ
と
の
弟
子
と
い
ふ
相
論
の
さ
ふ

　
　
ら
う
ら
ん
こ
と
、
も
て
の
ほ
か
の
子
細
な
り
。
一
「
歎
異
抄
」
全
集
第
四
巻

　
　
言
行
篇
…
九
頁
一

事
実
、
親
鴛
が
他
宗
派
の
仏
菩
薩
一
以
下
、
阿
弥
陀
仏
以
外
の
仏
菩
薩
を
余
仏

菩
薩
と
す
る
一
へ
の
誹
諾
を
停
止
せ
よ
と
門
徒
に
訴
え
か
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

門
徒
と
律
宗
等
他
宗
派
と
の
軋
櫟
は
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
諸
仏
の
御
お
し
え
を
そ
し
る
こ
と
な
し
、
余
の
善
根
を
行
ず
る
ひ
と
を
そ

　
　
し
る
こ
と
な
し
。
一
「
末
燈
紗
」
全
集
第
三
巻
書
簡
篇
六
七
頁
一

特
に
こ
の
消
息
は
建
長
七
年
の
も
の
で
あ
り
、
所
謂
「
建
長
の
法
難
」
を
踏
ま

え
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
「
建
長
の
法
難
し
は
他
宗
派
へ

の
誹
講
を
一
つ
の
原
因
と
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ω
無
住
と
忍
性
～
『
沙
石
集
幽
第
一
巻
第
十
話
の
舞
台
～

　
真
宗
の
專
修
念
仏
と
律
宗
の
地
蔵
信
仰
の
対
立
が
存
在
し
た
事
を
別
な
角
度

か
ら
論
証
し
た
い
。
浄
土
宗
の
信
者
が
地
蔵
菩
薩
を
誹
講
し
て
い
た
資
料
と
し

て
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
無
住
の
『
沙
石
集
』
第
一
巻
第
十
話
「
浄
土
門
ノ

人
神
明
ヲ
軽
テ
罰
ヲ
蒙
ル
事
」
で
あ
る
。

　
　
中
比
念
仏
門
ノ
弘
通
サ
カ
リ
タ
リ
ケ
ル
時
ハ
、
余
仏
余
経
皆
イ
タ
ヅ
ラ
物

　
　
ナ
リ
ト
テ
、
或
ハ
法
花
経
ヲ
河
二
流
シ
、
或
ハ
地
蔵
ノ
頭
ニ
テ
蓼
ス
リ
ナ
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ド
シ
ケ
リ
。
或
里
ニ
ハ
隣
家
ノ
事
ヲ
下
女
ノ
中
二
語
リ
テ
、
「
隣
ノ
家
ノ

　
　
地
蔵
ハ
、
既
二
目
ノ
モ
ト
マ
デ
、
ス
リ
ツ
ブ
シ
タ
ル
ゾ
ト
ヤ
」
ト
イ
ヒ
ケ

　
　
リ
。
浅
間
シ
カ
リ
ケ
ル
シ
ワ
ザ
ニ
コ
ソ
。
（
略
）
或
人
ハ
、
「
地
蔵
信
ゼ
ン

　
　
人
ハ
地
獄
二
落
ベ
シ
。
地
蔵
ハ
地
獄
ニ
ヲ
ハ
ス
ル
故
二
」
ト
イ
ヒ
ケ
リ
。

見
て
分
か
る
通
り
、
地
蔵
像
を
頭
か
ら
す
り
つ
ぶ
す
と
い
う
、
す
さ
ま
じ
い
こ

と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
話
の
舞
台
は
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、
無

住
が
幼
少
か
ら
二
十
代
ま
で
常
陸
の
團
に
在
住
し
、
そ
の
間
、
忍
性
の
律
宗
と

　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
一

の
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
話
は
関
東
の
初
期
真
宗
教
団
に

よ
る
地
蔵
誹
誇
を
勘
案
し
た
話
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
無
論
、
無
住
は
三
十

代
か
ら
晩
年
ま
で
尾
張
に
お
り
、
そ
こ
で
種
々
の
文
献
を
読
み
漁
っ
た
こ
と
か

ら
、
断
言
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
私
と
し
て
は
、
以
下
の
三
点
か
ら
、
無
住

と
忍
性
と
の
交
流
は
深
く
、
故
に
こ
の
話
は
関
東
の
初
期
真
宗
教
団
を
踏
ま
え

た
話
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。

　
ま
ず
第
一
点
と
し
て
、
『
沙
石
集
』
の
中
に
は
、
忍
性
の
創
設
し
た
三
村
寺

の
付
近
の
地
蔵
信
仰
が
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
　
常
州
筑
波
山
ノ
麓
二
、
老
入
道
有
ケ
リ
。
手
ヅ
カ
ラ
地
蔵
ヲ
、
オ
カ
シ
ゲ

　
　
ニ
キ
ザ
ミ
テ
、
崇
供
養
シ
ケ
リ
。
家
中
ノ
男
女
、
万
事
此
地
蔵
ニ
ゾ
申
ケ

　
　
ル
。
一
第
二
巻
第
六
話
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
〕

　
第
二
点
と
し
て
、
忍
性
が
増
補
・
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
『
三
国
因
縁
地
蔵
菩

薩
霊
験
記
蜴
と
無
住
の
『
沙
石
集
嶋
・
門
雑
談
集
』
の
地
蔵
説
話
と
が
類
似
し

　
　
　
　
　
一
3
一

て
い
る
点
で
あ
る
。

　
第
三
点
と
し
て
無
住
の
晩
年
の
著
作
で
あ
る
、
『
雑
談
集
』
に
は
「
常
州
三

村
山
ハ
坂
東
ノ
律
院
ノ
根
本
ト
シ
テ
本
山
也
。
故
良
観
上
人
一
註
1
－
忍
性
一
結

界
シ
、
コ
ト
ニ
殺
生
禁
断
、
昔
ヨ
リ
モ
、
キ
ビ
シ
ク
侍
シ
事
二
三
弥
井
書
店
『
中

世
の
文
学
・
雑
談
集
』
二
八
八
頁
一
と
、
忍
性
の
三
村
寺
を
積
極
的
に
評
価
し

て
い
る
点
で
あ
る
。

　
以
上
三
点
か
ら
無
住
と
忍
性
と
の
交
流
関
係
は
深
か
っ
た
と
言
え
る
。
従
っ

て
、
剛
沙
石
集
』
の
地
蔵
誹
講
の
話
は
、
関
東
の
初
期
真
宗
教
団
に
よ
る
地
蔵

誹
誇
を
勘
案
し
た
話
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
常
陸

国
に
お
い
て
、
真
宗
教
団
に
よ
る
地
蔵
誹
誇
は
現
実
に
存
在
し
た
、
と
言
え
よ

う
。㈹
親
鷲
の
立
場

　
今
一
度
確
認
し
て
お
け
ば
、
親
鷲
は
こ
の
よ
う
な
門
徒
の
余
仏
菩
薩
誹
講
に

対
し
、
誹
講
停
止
を
訴
え
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
親
鴛
の
訴
え
は
専
修
念
仏

と
ど
う
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
唱
え
さ
え

す
れ
ば
良
い
、
と
い
う
専
修
念
仏
に
は
、
余
仏
菩
薩
を
否
定
す
る
考
え
が
内
包

さ
れ
て
は
い
な
い
か
。
と
す
れ
ば
親
鷲
の
余
仏
菩
薩
誹
誇
停
止
は
現
実
社
会
へ

の
妥
協
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
は
、
親
鴛
の
恩
想
を
余
仏
菩
薩
観
か
ら
見
な

お
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
際
、
師
匠
で
あ
る
法
然
と
の
比
較

に
よ
っ
て
、
合
わ
せ
て
親
鷲
の
独
自
性
の
問
題
も
考
え
た
い
。

1
余
仏
菩
薩
へ
の
行

ω
余
仏
菩
薩
へ
の
行

　
親
鴛
に
お
い
て
、
念
仏
者
が
余
仏
菩
薩
を
礼
拝
す
る
こ
と
は
自
力
の
立
場
で

あ
り
、
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
「
一
心
專
念
」
と
い
ふ
は
、
一
心
は
金
剛
の
信
心
な
り
、
専
念
は
一
向
専

　
　
修
な
り
。
一
向
は
余
の
善
に
う
つ
ら
ず
、
余
の
仏
を
念
ぜ
ず
、
専
修
は
本

　
　
願
の
み
な
を
ふ
た
ご
こ
ろ
な
く
、
も
は
ら
修
す
る
な
り
。
修
は
こ
こ
ろ
の
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さ
だ
ま
ら
ぬ
を
つ
く
ら
い
な
ほ
し
、
お
こ
な
ふ
な
り
。
専
は
も
は
ら
と
い

　
　
ふ
、
一
と
い
ふ
な
り
、
も
は
ら
と
い
ふ
は
余
善
他
仏
に
う
つ
る
こ
こ
ろ
な

　
　
き
を
い
ふ
な
り
。
一
「
一
念
多
念
文
意
」
全
集
第
三
巻
和
文
篇
一
四
〇
～
一

　
　
四
一
頁
一

　
　
異
学
と
い
ふ
は
、
聖
道
・
外
道
に
お
も
む
き
て
、
余
行
を
修
し
、
余
仏
を

　
　
念
ず
、
吉
日
良
辰
を
え
ら
び
、
占
相
祭
祀
を
こ
の
む
な
り
、
こ
れ
は
外
道

　
　
な
り
、
こ
れ
ら
は
ひ
と
へ
に
自
力
を
た
の
む
も
の
な
り
。
一
同
一
四
一
～

　
　
一
四
二
頁
一

こ
の
点
を
法
然
と
比
較
し
て
み
た
い
。
法
然
に
お
い
て
余
仏
菩
薩
へ
の
行
は
雑

行
に
あ
た
る
が
、
法
然
の
専
修
念
仏
に
お
い
て
、
雑
行
の
位
置
付
け
は
、
先
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
一

研
究
が
指
摘
す
る
と
お
り
多
様
で
あ
る
。
が
、
晩
年
の
著
作
に
お
い
て
は
余
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
〕

菩
薩
へ
の
行
を
念
仏
の
助
業
と
し
て
積
極
的
に
位
置
付
け
て
い
る
。

　
　
問
、
余
仏
余
経
ニ
ツ
キ
テ
、
善
根
ヲ
修
セ
ム
人
二
、
結
縁
助
成
シ
候
コ
ト

　
　
ハ
、
雑
行
ニ
テ
ヤ
候
ヘ
キ
。
答
、
我
コ
コ
ロ
弥
陀
仏
ノ
本
願
二
乗
シ
、
決

　
　
定
往
生
ノ
信
ヲ
ト
ル
ウ
エ
ニ
ハ
、
他
ノ
善
根
二
結
縁
シ
助
成
セ
ム
事
、
マ

　
　
タ
ク
雑
行
ト
ナ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
ワ
カ
往
生
ノ
助
業
ト
ナ
ル
ヘ
キ
也
。
一
「
十

　
　
二
問
答
」
全
集
六
三
三
頁
一

こ
れ
に
対
し
、
親
鷲
に
は
こ
の
よ
う
に
余
仏
菩
薩
へ
の
行
を
助
業
と
し
て
容
認

す
る
記
述
は
な
い
。
こ
の
両
者
の
相
違
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
無

論
、
資
料
の
残
存
の
問
題
も
あ
る
。
し
か
し
、
「
助
正
な
ら
べ
て
修
す
る
を
ば
、

す
な
は
ち
雑
修
と
な
づ
け
た
り
」
一
「
高
僧
和
讃
し
全
集
第
二
巻
和
讃
篇
一
一
〇

頁
一
と
助
業
と
正
定
の
業
一
念
仏
一
と
の
兼
修
す
ら
雑
修
と
し
て
明
確
に
否
定

し
て
い
る
親
鷲
が
、
余
仏
菩
薩
へ
の
行
を
容
認
し
な
い
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と

　
　
　
一
6
一

と
言
え
る
。
一
法
然
に
お
い
て
助
業
は
あ
い
ま
い
な
存
在
で
あ
る
。
『
選
択
本
願

願
念
仏
集
』
に
お
い
て
、
第
二
章
で
は
助
業
を
阿
弥
陀
仏
に
親
し
き
行
と
し
て

肯
定
し
て
い
る
が
、
第
十
六
章
で
は
「
猶
し
傍
ら
に
し
」
と
否
定
的
に
取
り
扱
っ

て
い
る
。
一
こ
う
し
て
考
え
る
と
、
法
然
は
聖
道
門
と
妥
協
の
余
地
を
残
し
て

い
た
に
対
し
、
親
驚
は
よ
り
一
層
專
修
の
徹
底
を
計
っ
た
と
言
え
よ
う
。

ω
往
生
観
と
の
関
係

　
こ
の
こ
と
は
、
両
者
の
、
往
生
に
対
す
る
考
え
方
の
相
違
と
も
対
応
す
る
。

法
然
に
お
い
て
、
浄
±
に
往
生
す
る
目
的
は
、
清
ら
か
な
浄
土
で
仏
道
修
行
を

行
い
、
成
仏
を
目
指
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
『
往
生
大
要
妙
』
に
は
、

以
下
の
様
に
あ
る
。

　
　
浄
土
門
は
、
ま
づ
こ
の
娑
婆
世
界
を
厭
ひ
捨
て
て
、
急
ぎ
て
か
の
極
楽
浄

　
　
土
に
生
れ
て
、
か
の
国
に
し
て
仏
道
を
行
ず
る
也
。
一
全
集
四
九
頁
一

こ
の
場
合
の
仏
道
と
は
、
『
要
義
問
答
』
に
よ
れ
ば
、
法
華
や
般
若
、
真
言
の

教
え
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
聖
適
門
の
教
え
で
あ
る
。

　
　
ト
ク
ト
ク
安
楽
ノ
浄
土
二
往
生
セ
サ
セ
オ
ハ
シ
マ
シ
テ
、
弥
陀
・
観
音
ヲ

　
　
師
ト
シ
テ
、
法
華
ノ
真
如
実
相
平
等
ノ
妙
理
、
般
若
ノ
第
一
義
空
、
真
言

　
　
ノ
即
身
成
仏
、
一
切
ノ
聖
教
、
心
ノ
マ
マ
ニ
サ
ト
ラ
セ
オ
ハ
シ
マ
ス
ヘ
シ
。

　
　
一
全
集
六
三
二
頁
一

つ
ま
り
、
法
然
に
お
い
て
、
聖
道
門
は
現
世
に
お
い
て
は
一
旦
差
置
か
れ
る
が
、

来
世
に
お
い
て
は
聖
道
門
の
教
え
に
よ
る
成
仏
が
目
指
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
法
然
が
主
著
同
選
択
本
願
念
仏
集
眺
の
ま
と
め
一
略
選
択
一
に
「
旦
ら
く
聖

道
門
を
閣
て
」
と
、
「
し
ば
ら
く
」
の
語
を
付
し
て
い
る
点
は
福
井
康
順
氏
の

指
摘
以
来
、
様
々
な
論
争
が
あ
る
。
が
、
宮
井
義
雄
氏
は
、
以
上
の
記
述
、
即

ち
聖
道
門
は
現
世
で
は
一
旦
差
置
か
れ
る
が
、
来
世
に
お
い
て
生
か
さ
れ
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
法
然
は
「
し
ば
ら
く
」
の
語
を
付
し
た
、
と
し
て
い
る
一
『
日
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本
浄
土
教
の
研
究
嶋
昭
和
五
四
年
　
成
甲
書
房
一
。
η
し
ば
ら
く
L
の
語
に
つ
い

て
は
、
前
述
の
如
く
、
種
々
の
論
究
が
あ
り
、
一
概
に
結
論
は
出
し
難
い
が
、

諸
行
廃
立
を
述
べ
た
『
選
択
集
』
を
一
貫
し
て
解
釈
す
る
に
は
、
宮
井
氏
の
論

　
　
　
　
　
　
　
一
？
一

が
最
適
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
法
然
に
お
け
る
往
生
と
は
、
成
仏
へ
の
一
ス
テ
ッ
プ
で
あ
っ
た
こ
と

を
論
述
し
た
。

　
一
方
、
親
構
に
お
い
て
、
念
仏
者
は
現
世
に
お
い
て
既
に
正
定
聚
の
位
で
あ

り
、
従
っ
て
浄
土
に
往
生
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
成
仏
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
閉
末
燈
紗
』
に
は
以
下
の
様
に
あ
る
。

　
　
信
心
を
え
た
る
ひ
と
は
、
か
な
ら
ず
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
住
す
る
が
ゆ
へ

　
　
に
等
正
覚
の
く
ら
ゐ
と
ま
ふ
す
な
り
。
一
全
集
第
三
巻
書
簡
篇
六
八
～
六

　
　
九
頁
一

　
　
安
養
浄
土
に
往
生
す
れ
ば
、
す
な
は
ち
無
上
仏
果
に
い
た
る
、
と
釈
迦
如

　
　
来
と
き
た
ま
へ
り
。
（
同
六
五
～
六
六
頁
一

又
、
『
教
行
信
証
』
に
は
、
以
下
の
様
に
あ
る
。

　
　
念
仏
の
衆
生
は
横
超
の
金
剛
心
を
窮
む
る
が
故
に
、
臨
終
一
念
の
夕
、
大

　
　
般
浬
葉
を
超
証
す
。
一
岩
波
書
店
臼
本
思
想
大
系
『
親
驚
』
一
〇
七
頁
一

一
こ
の
よ
う
な
親
鴛
の
思
想
を
後
に
存
覚
は
η
往
生
即
成
仏
L
と
ま
と
め
た
。
一

即
ち
親
鷲
に
お
い
て
、
浄
土
で
の
仏
道
修
行
、
言
い
換
え
れ
ば
、
聖
道
門
の
修

行
は
必
要
な
い
の
で
あ
る
。

　
法
然
に
お
い
て
、
聖
道
門
は
あ
く
ま
で
浄
土
に
お
い
て
修
行
さ
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
親
鷲
に
お
い
て
、
聖
道
門
は
い
ず
れ
に
せ
よ
必
要
で
は
な

く
、
た
だ
念
仏
一
行
の
み
行
な
え
ば
、
往
生
の
み
な
ら
ず
、
成
仏
す
ら
で
き
る

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
み
て
も
、
法
然
は
聖
道
門
と
妥
協
の
余
地
を
残

し
て
い
た
の
に
対
し
、
親
鷲
は
専
修
の
徹
底
を
計
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
但
し
、
親
驚
は
『
教
行
信
証
蜴
で
略
選
択
を
引
用
す
る
際
、
な
ぜ
「
旦
く
聖

道
門
を
さ
し
お
い
て
」
－
「
旦
く
諸
々
の
雑
行
を
勉
て
て
」
と
「
し
ば
ら
く
し

の
語
を
付
し
た
の
か
、
と
い
う
間
題
に
対
し
て
言
及
を
し
て
い
な
い
。
一
思
想

大
系
珂
親
鷲
』
五
三
頁
一

　
以
上
、
法
然
に
比
べ
て
、
親
鴛
は
聖
道
門
と
の
妥
協
の
余
地
を
捨
て
、
専
修

の
徹
底
を
計
っ
て
い
た
こ
と
を
論
述
し
た
。

2
余
仏
誓
薩
1
1
善
知
識

　
そ
れ
で
は
親
鴛
は
他
宗
派
の
信
奉
す
る
余
仏
菩
薩
を
否
定
し
て
い
た
か
と
言

え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
余
仏
菩
薩
は
衆
生
に
浄
土
を
勧
め
た

「
善
知
識
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
『
浄
土
和
讃
』
に
は
以
下
の
様
に

あ
る
。

　
　
五
濁
悪
時
悪
世
界
　
濁
見
邪
見
の
衆
生
に
は
　
弥
陀
の
名
号
あ
た
へ
て
ぞ

　
　
恒
沙
の
諸
仏
す
す
め
た
る
一
全
集
第
二
巻
和
讃
篇
五
三
頁
一

又
、
判
教
行
信
証
嶋
に
は
門
浬
築
経
』
の
引
用
と
し
て
「
第
一
真
実
の
善
知
識

は
い
は
ゆ
る
菩
薩
・
諸
仏
な
り
」
一
思
想
大
系
二
二
一
頁
一
と
あ
る
。
又
、
『
末

燈
抄
』
・
『
御
消
息
集
』
に
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
様
に
あ
る
。

　
　
こ
の
信
心
を
う
る
こ
と
は
、
釈
迦
・
弥
陀
・
十
方
諸
仏
の
御
方
便
よ
り
た

　
　
ま
は
り
た
る
と
し
る
べ
し
。
一
「
末
燈
妙
し
全
集
第
三
巻
書
簡
篇
六
七
頁
一

　
　
諸
仏
・
菩
薩
の
御
す
す
め
に
よ
り
て
、
い
ま
ま
う
あ
ひ
が
た
き
弥
陀
の
御

　
　
ち
か
ひ
に
あ
ひ
ま
ひ
ら
せ
て
さ
ふ
ら
ふ
一
「
御
消
息
集
」
同
二
二
五
頁
一

周
知
の
通
り
阿
弥
陀
仏
の
本
願
は
、
阿
弥
陀
仏
以
外
の
仏
が
阿
弥
陀
仏
の
名
を

称
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
証
明
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
余
仏
が
阿
弥
陀
の
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名
号
を
誉
め
讃
え
る
の
は
、
衆
生
に
念
仏
を
勧
め
る
た
め
で
も
あ
る
と
親
鴛
は

　
　
　
　
　
　
？
o
〕

位
置
付
け
て
い
る
。

　
　
諸
仏
称
名
の
願
一
註
H
第
十
七
願
）
と
ま
ふ
し
、
諸
仏
沓
嵯
の
願
と
ま
ふ

　
　
し
さ
ふ
ら
ふ
な
る
は
、
十
方
衆
生
を
す
す
め
ん
た
め
と
き
こ
へ
た
り
。
ま

　
　
た
十
方
衆
生
の
疑
心
を
と
ど
め
ん
料
と
き
こ
へ
て
さ
ふ
ら
ふ
。
一
「
御
消
息

　
　
集
」
同
一
五
五
頁
）

　
　
お
ほ
よ
そ
十
方
世
界
に
あ
ま
ね
く
ひ
ろ
ま
る
こ
と
は
、
法
蔵
菩
薩
の
四
十

　
　
八
大
願
の
中
に
、
第
十
七
の
願
に
十
方
無
量
の
諸
仏
に
わ
が
な
を
ほ
め
ら

　
　
れ
む
と
な
え
ら
れ
む
と
ち
か
ひ
た
ま
へ
る
、
一
乗
大
智
海
の
誓
願
成
就
し

　
　
た
ま
へ
る
に
よ
り
て
な
り
。
一
「
唯
信
妙
文
意
」
全
集
第
三
巻
和
文
篇
一
六

　
　
一
～
ニ
ハ
ニ
頁
）

　
こ
の
よ
う
に
余
仏
菩
薩
を
善
知
識
と
す
る
恩
想
は
親
鴛
自
身
の
思
想
遍
歴
と

も
関
係
し
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、
親
驚
は
長
く
比
叡
山
横
川
の
堂
僧
を
勤
め

て
い
た
。
従
っ
て
当
時
は
、
諸
行
往
生
の
立
場
で
あ
っ
た
。
が
、
聖
徳
太
子
の

勧
め
に
よ
り
、
法
然
の
も
と
に
走
る
こ
と
に
な
る
。
親
鷲
に
お
い
て
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
聖
徳
太
子
は
観
音
の
垂
迦
で
あ
っ
た
。

　
　
こ
の
像
一
1
1
救
世
観
音
像
）
つ
ね
に
帰
命
せ
よ
　
聖
徳
太
子
の
御
身
な
り

　
　
一
「
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
」
全
集
第
二
巻
和
讃
篇
二
三
九
頁
一

そ
し
て
法
然
の
も
と
で
選
択
本
願
の
教
え
に
目
覚
め
る
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
9
一

然
も
、
親
鴛
に
お
い
て
は
、
勢
至
菩
薩
の
垂
迩
で
あ
っ
た
。

　
　
大
勢
至
菩
薩
　
源
空
聖
人
之
御
本
地
也
一
「
浄
土
和
讃
」
同
七
二
頁
）

こ
の
よ
う
に
ま
ず
仮
の
教
え
一
諸
行
往
生
の
教
え
一
に
出
会
い
、
聖
徳
太
子
・

法
然
の
勧
め
に
よ
り
、
真
の
教
え
一
専
修
念
仏
）
に
出
会
う
、
と
い
う
思
想
遍

歴
は
、
三
願
転
入
の
論
理
と
同
一
で
あ
る
。

　
こ
こ
を
以
て
愚
禿
釈
の
驚
、
論
主
の
解
義
を
仰
ぎ
、
宗
師
の
勧
化
に
依
り

　
　
て
、
久
し
く
万
行
諸
善
の
仮
門
を
出
で
て
、
永
く
双
樹
林
下
の
往
生
を
離

　
　
る
。
善
本
徳
本
の
真
門
に
回
入
し
て
、
ひ
と
へ
に
難
思
往
生
の
心
を
発
し

　
　
き
。
し
か
る
に
、
今
ま
こ
と
に
、
方
便
の
真
門
を
出
で
て
、
選
択
の
願
海

　
　
に
転
入
せ
り
。
一
「
教
行
信
証
」
思
想
大
系
二
一
四
頁
一

若
干
、
語
句
の
解
説
を
行
な
え
ば
、
「
万
行
諸
善
の
仮
の
門
」
と
は
、
「
定
散
二

善
を
修
す
る
こ
と
を
教
え
る
第
十
九
願
の
要
門
」
で
あ
り
、
「
善
本
徳
本
の
真
門
し

と
は
、
「
自
力
念
仏
を
教
え
る
第
二
十
願
の
真
門
し
で
あ
り
、
「
難
思
往
生
」
と

は
、
「
第
二
十
願
の
往
生
」
で
あ
る
。
一
以
上
、
思
想
大
系
の
頭
註
に
由
る
。
一

そ
し
て
、
「
選
択
の
願
海
」
と
は
、
当
然
、
「
第
十
八
願
の
教
え
」
を
指
す
。
つ

ま
り
、
こ
こ
で
は
、
諸
行
往
生
か
ら
専
修
念
仏
へ
、
さ
ら
に
そ
の
中
で
、
自
力

　
　
　
　
一
m
一

の
専
修
念
仏
か
ら
他
力
の
専
修
念
仏
へ
と
い
う
思
想
遍
歴
、
つ
ま
り
仮
の
教
え

か
ら
真
の
教
え
と
い
う
思
想
遍
歴
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
三
願
転
入
は
、
親
鷲
の
実
際
の
思
想
遍
歴
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
す

　
　
　
　
一
H
一

る
説
も
あ
る
が
、

　
①
比
叡
山
横
川
の
堂
僧
を
勤
め
て
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
そ
の
頃
は
、
諸
行
往

　
　
生
の
立
場
で
あ
っ
た
こ
と

　
②
聖
徳
太
子
・
法
然
の
勧
め
に
よ
り
、
思
想
転
換
を
起
こ
し
た
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
犯
一

③
最
初
は
自
力
の
念
仏
の
立
場
で
あ
っ
た
こ
と

④
そ
し
て
、
他
力
の
念
仏
に
到
っ
た
こ
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ

①
「
万
行
諸
善
の
仮
門
」

②
「
宗
師
の
勧
化
に
依
り
て
」

③
「
善
本
徳
本
の
真
門
に
回
入
し
て
」
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④
「
選
択
の
願
海
に
転
入
」

と
対
応
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
思
想
遍
歴
に
重
要
な
役
割

を
占
め
た
「
宗
師
」
が
親
鴛
に
と
っ
て
菩
薩
の
垂
迩
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
と

す
れ
ば
、
三
願
転
入
の
論
理
と
余
仏
菩
薩
は
念
仏
者
の
善
知
識
で
あ
る
、
と
い

う
考
え
方
は
対
応
す
る
。

　
余
仏
が
衆
生
に
西
方
浄
土
往
生
を
勧
め
て
く
れ
る
と
い
う
思
想
は
法
然
に
も

　
一
H
一
。

あ
る
　
　
同
じ
く
観
経
の
疏
に
、
阿
弥
陀
経
を
引
き
て
云
く
、
「
又
十
方
の
仏
等
、

　
　
衆
生
の
釈
迦
一
仏
の
所
説
を
信
ぜ
ざ
ら
ん
こ
と
を
恐
畏
し
て
、
即
ち
共
に

　
　
同
心
同
時
に
お
の
お
の
舌
相
を
出
だ
し
て
遍
く
三
千
世
界
に
覆
ひ
て
、
誠

　
　
実
の
言
を
説
き
た
ま
ふ
。
汝
等
衆
生
、
皆
ま
さ
に
是
の
釈
迦
の
所
説
・
所

　
　
讃
・
所
証
を
信
ず
べ
し
。
一
切
凡
夫
一
略
一
一
心
に
専
ら
弥
陀
の
名
号
を

　
　
念
ず
れ
ば
、
定
ん
で
往
生
を
得
る
こ
と
必
ず
疑
ひ
な
き
な
り
し
と
。
一
「
選

　
　
択
本
願
念
仏
集
」
全
集
三
四
五
頁
一

　
余
仏
が
衆
生
に
西
方
浄
土
往
生
を
勧
め
る
、
と
い
う
点
は
両
者
共
通
し
て
い

る
が
、
大
き
く
異
な
る
の
は
、
親
鴛
は
、
念
仏
者
が
信
心
を
得
た
の
は
、
余
仏

菩
薩
の
勧
め
で
あ
り
、
余
仏
菩
薩
は
念
仏
者
に
と
っ
て
、
「
善
知
識
」
で
あ
る
、

と
諸
菩
薩
を
含
め
た
、
余
仏
菩
薩
を
明
確
に
位
置
付
け
て
い
る
点
で
あ
る
。

3
選
相
の
利
他
行

　
こ
う
し
た
両
者
の
相
違
は
一
つ
に
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
往
生
観
の
相
違
に
起

因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
論
証
し
た
い
。

ω
法
然
に
お
け
る
還
相
の
利
他
行

　
法
然
の
思
想
史
的
意
義
は
称
名
念
仏
を
唱
え
さ
え
す
れ
ば
、
必
ず
往
生
で
き

る
、
と
し
た
点
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
往
生
し
た
ら
そ
れ
で
終
り
、
と
い

う
わ
け
で
は
な
く
、
前
述
の
如
く
、
往
生
後
に
改
め
て
仏
道
修
行
を
行
い
、
成

仏
が
目
指
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
自
分
自
身
の
成
仏
の
実
現
の
み
が
目
指
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
。
法

然
に
お
い
て
、
利
他
は
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
訳
で
は
な
く
、
利
他
行
は
成
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
u
一

後
に
こ
の
世
に
還
っ
て
き
て
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
宮
井
義
雄
氏
は
、

以
下
の
史
料
か
ら
法
然
に
お
い
て
、
還
相
の
利
他
行
は
上
品
上
生
の
往
生
人
に

限
定
さ
れ
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。
一
『
教
行
信
証
の
成
立
と
そ
の
真
髄
』
春
秋

社
　
昭
和
六
三
年
　
三
七
七
頁
一

　
　
極
楽
へ
一
度
生
れ
候
ぬ
れ
は
、
長
く
此
の
世
に
返
る
事
候
は
す
、
皆
仏
に

　
　
成
る
事
に
て
候
也
。
但
し
人
を
引
導
せ
ん
為
に
は
、
殊
更
に
返
る
事
も
候
。

　
　
さ
れ
と
も
生
死
に
め
く
る
人
に
て
は
候
は
す
。
一
η
百
四
十
五
箇
条
問
答
し

　
　
全
集
六
五
二
頁
）

こ
こ
に
は
、
「
上
品
上
生
」
と
い
う
語
は
な
い
が
、
以
下
の
史
料
に
は
、
確
か

に
「
上
晶
上
生
」
の
往
生
人
が
還
相
の
利
他
行
を
行
な
う
と
し
て
い
る
。

　
　
念
仏
カ
カ
テ
申
テ
、
極
楽
ノ
上
品
上
生
ニ
マ
イ
リ
テ
、
サ
ト
リ
ヲ
レ
」
ラ
キ
、

　
　
生
死
ニ
カ
ヘ
リ
テ
、
誹
誇
不
信
ノ
人
オ
モ
カ
ヘ
ム
ト
、
善
根
ヲ
修
シ
テ
ハ
、

　
　
オ
ホ
シ
メ
ス
ヘ
キ
事
ニ
テ
候
也
。
一
「
鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
へ
進
ず
る
御
返

　
　
事
」
同
五
三
〇
頁
一

し
か
し
、
こ
う
し
た
史
料
の
一
部
分
を
鵜
呑
み
に
し
て
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

確
か
に
門
三
部
経
大
意
』
に
も
、
「
上
晶
往
生
」
の
往
生
人
が
還
相
の
利
他
行

を
行
な
う
と
す
る
記
述
は
あ
る
。

　
　
上
品
ヲ
欣
フ
事
、
我
身
ノ
為
ニ
ア
ラ
ス
、
彼
ノ
国
二
生
レ
ヲ
ハ
リ
テ
、
カ
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ヘ
リ
テ
ト
ク
衆
生
ヲ
化
セ
ム
カ
為
也
。
是
仏
ノ
御
心
ニ
カ
ナ
ハ
サ
ラ
ム
ヤ
。

　
　
（
「
三
部
経
大
意
」
同
四
五
頁
）

と
同
時
に
、
同
書
に
は
、
念
仏
者
は
必
ず
上
晶
往
生
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
何
ソ
上
品
ニ
ス
ス
マ
ム
事
ヲ
望
ミ
カ
タ
シ
ト
セ
ム
ヤ
。
惣
テ
弥
陀
ノ
浄
土

　
　
ヲ
儲
給
事
ハ
、
願
カ
ノ
成
就
ス
ル
故
也
。
然
ラ
ハ
又
念
仏
ノ
衆
生
ノ
正
ク

　
　
ハ
生
ス
ヘ
キ
国
土
也
。
（
同
四
四
頁
）

こ
の
こ
と
は
、
椚
選
択
集
』
か
ら
も
、
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
　
凡
そ
九
品
の
配
当
は
是
れ
一
往
の
義
な
り
。
五
逆
の
廻
心
、
上
上
に
通
ず
。

　
　
（
同
三
三
八
頁
）

こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
仏
へ
の
信
心
が
あ
れ
ば
、
五
逆
の
罪
を
犯
し
た
人
で
あ
っ

て
も
、
上
品
上
生
と
し
て
往
生
で
き
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
列
三
部

経
大
意
』
に
お
い
て
、
還
相
の
利
他
行
は
、
念
仏
者
が
上
品
往
生
後
に
当
然
行

な
う
行
為
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　
そ
こ
で
先
に
引
用
し
た
史
料
を
全
体
の
文
脈
に
即
し
て
解
釈
し
直
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
確
認
し
て
お
け
ば
、
『
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
・
珂
鎌
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
帖
一

の
二
位
の
禅
尼
へ
進
ず
る
御
返
事
』
は
『
選
択
集
』
成
立
以
後
の
も
の
で
あ
り
、

即
ち
在
家
の
法
然
門
弟
が
増
え
、
同
時
に
他
宗
派
や
国
家
権
力
と
の
軋
櫟
が
本

格
化
し
た
時
期
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
視
点
か
ら
ま
ず
珂
鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
へ
進
ず
る
御
返
事
嶋
を
見

な
お
し
た
い
。
ま
ず
に
『
鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
へ
進
ず
る
御
返
事
』
に
お
い
て
、

還
相
の
利
他
行
で
救
う
べ
き
人
は
「
誹
誇
不
信
の
人
」
で
あ
っ
た
。
法
然
は
、

念
仏
者
は
「
誹
誇
不
信
の
人
」
に
現
世
で
説
法
し
て
も
無
駄
で
あ
る
、
と
し
て

い
る
。

　
　
イ
カ
ニ
申
ト
モ
、
御
コ
コ
ロ
カ
ハ
リ
候
ヘ
カ
ラ
ス
。
ア
ナ
カ
チ
信
セ
サ
ラ

　
　
ム
人
オ
ハ
、
御
ス
ス
メ
候
ヘ
カ
ラ
ス
。
一
「
鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
へ
進
ず
る

　
　
御
返
事
」
全
集
五
二
九
頁
一

と
す
る
と
、
刊
鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
へ
進
ず
る
御
返
事
』
の
真
意
は
、
還
相
の

利
他
行
の
大
切
さ
を
説
く
と
い
う
よ
り
、
還
相
の
利
他
行
と
い
う
概
念
を
使
っ

て
、
現
世
で
の
他
宗
派
と
の
軋
櫟
を
避
け
る
よ
う
仕
向
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
他
宗
派
と
議
論
す
る
暇
が
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
間
、
上
品
往
生
を
目
指
し
な
さ
い
、
と
言
い
た
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
と
い
う
の
も
、
前
述
の
如
く
、
『
三
部
経
大
意
』
・
門
選
択
集
』
に
は
念

仏
者
は
上
晶
往
生
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
と
さ
ら
に
上
品
往
生
の
必
要
を
述

べ
る
意
義
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
へ

進
ず
る
御
返
事
』
か
ら
、
還
相
の
利
他
行
を
一
部
の
往
生
人
に
限
定
し
て
い
る

と
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
そ
こ
で
『
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
を
み
て
み
た
い
。
『
百
四
十
五
箇
条
問
答
』

は
在
家
の
女
房
と
の
聞
答
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
該
当
箇
所
の
問
を

引
用
す
る
と
以
下
の
様
に
な
る
。

　
　
永
く
生
死
を
離
れ
、
三
界
に
生
ま
れ
し
と
思
ひ
候
に
、
極
楽
の
衆
生
と
成

　
　
り
て
も
、
又
其
の
縁
蓋
き
ぬ
れ
は
、
此
世
に
生
る
と
申
候
は
、
ま
事
に
て

　
　
候
か
、
た
と
ひ
国
王
と
も
成
り
、
天
上
に
も
生
れ
よ
、
只
三
界
を
別
れ
ん

　
　
と
思
ひ
候
に
、
何
勤
め
、
行
て
か
、
返
り
候
さ
る
へ
き
。

つ
ま
り
、
往
生
後
に
現
世
に
遼
っ
て
く
る
こ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
、
を
問

う
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
答
え
を
補
足
す
る
と
以
下
の
様
に
な
る
。

　
　
是
諾
の
僻
事
に
て
候
。
一
先
に
引
用
し
た
箇
所
を
省
略
一
さ
れ
と
も
生
死

　
　
に
輪
る
人
に
て
は
候
は
す
。
三
界
を
離
れ
、
極
楽
に
往
生
す
る
に
は
、
念

　
　
仏
に
過
き
た
る
事
は
候
は
ぬ
也
。
能
々
御
念
仏
候
へ
き
也
。
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こ
こ
で
、
還
相
の
利
他
行
と
輸
廻
転
生
と
の
峻
別
が
在
家
の
人
に
分
か
る
よ
う

に
説
か
れ
て
お
り
、
そ
の
上
で
念
仏
に
よ
る
往
生
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
。
引
用

し
た
問
答
に
お
い
て
、
法
然
は
還
相
の
利
他
行
が
一
部
の
往
生
人
に
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
言
い
た
か
っ
た
訳
で
は
な
く
、
と
り
あ
え
ず
念
仏
に
よ
る
往
生
と

そ
の
後
の
成
仏
を
目
指
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
『
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
・
『
鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
へ
進
ず
る
御

返
事
』
と
も
、
還
相
の
利
他
行
が
一
部
の
往
生
人
に
隈
定
さ
れ
て
い
る
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一
珊
〕

文
脈
上
説
か
れ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
法
然
の
他
の
著
作
を
み
て
み
た
い
。
確
か
に
、
法
然
の
他
の
著
作
に

お
い
て
も
、
上
品
の
往
生
人
に
よ
る
、
利
他
行
が
記
述
さ
れ
て
い
る
場
合
が
数

　
　
一
1
7
）

例
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
列
鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
へ
進
ず
る
御
返
事
』

の
如
く
、
現
世
に
お
け
る
「
誹
講
不
信
の
人
」
に
対
す
る
説
法
は
無
駄
で
あ
る

こ
と
と
セ
ッ
ト
で
説
か
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
珂
大
胡
の
太
郎
実
秀
へ
つ
か
は

す
御
返
事
』
を
引
用
す
る
。

　
　
サ
ト
リ
タ
カ
ヒ
ア
ラ
ヌ
サ
マ
ナ
ラ
ヌ
人
ナ
ト
ニ
、
論
シ
ア
フ
事
ハ
、
ユ
メ

　
　
ユ
メ
ア
ル
マ
シ
キ
事
ニ
テ
侯
ナ
リ
。
一
略
）
ク
ラ
ヰ
タ
カ
ク
往
生
シ
テ
、

　
　
イ
ソ
キ
カ
ヘ
リ
キ
タ
リ
テ
、
人
ヲ
モ
ミ
チ
ヒ
カ
ム
ト
オ
ホ
シ
メ
ス
ヘ
ク
候
。

　
　
一
「
大
胡
の
太
郎
実
秀
へ
つ
か
は
す
御
返
事
」
同
五
二
六
頁
）

さ
ら
に
還
相
の
利
他
行
に
関
し
て
、
条
件
が
付
さ
れ
て
い
な
い
記
述
も
あ
る
。

　
　
ト
ク
極
楽
ニ
マ
イ
リ
テ
、
サ
ト
リ
ヒ
ラ
キ
テ
、
生
死
ニ
カ
ヘ
リ
テ
、
誹
講

　
　
不
信
ノ
モ
ノ
ヲ
ワ
タ
シ
テ
、
一
切
衆
生
ア
マ
ネ
ク
利
益
セ
ム
ト
オ
モ
フ
ヘ

　
　
キ
事
ニ
テ
侯
也
。
一
「
津
戸
の
三
郎
に
つ
か
は
す
御
返
事
」
同
五
〇
三
頁
一

こ
こ
で
も
、
「
誹
講
不
信
の
人
」
を
踏
ま
え
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
。

　
と
す
れ
ば
、
法
然
に
お
い
て
、
確
か
に
、
還
相
の
利
他
行
を
上
品
往
生
の
人

に
限
定
す
る
記
述
は
あ
る
が
、
九
品
の
差
別
の
主
張
で
は
な
く
、
「
誹
誇
不
信

の
人
」
に
説
法
し
て
い
る
暇
が
あ
れ
ば
、
上
品
往
生
を
目
指
し
な
さ
い
、
と
い

う
意
味
で
あ
っ
た
。

　
と
同
時
に
、
法
然
に
お
い
て
、
還
相
の
利
他
行
が
積
極
的
に
説
か
れ
て
い
な

い
こ
と
も
、
以
上
の
引
用
か
ら
分
か
る
。
な
お
、
法
然
の
主
著
、
『
選
択
本
願

念
仏
集
』
で
は
、
還
相
の
利
他
行
に
つ
い
て
は
第
八
章
に
珂
観
経
疏
』
の
引
用

と
い
う
形
で
言
及
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

ω
親
鷲
に
お
け
る
還
相
の
利
他
行

　
こ
れ
に
対
し
、
親
鴛
に
お
い
て
、
還
相
の
利
他
行
を
一
部
の
念
仏
者
に
隈
定

す
る
よ
う
な
記
述
は
一
切
な
く
、
全
て
の
念
仏
者
は
、
成
仏
後
に
こ
の
世
に
還
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㎎
一

て
き
て
、
利
他
行
を
行
な
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
安
楽
浄
土
に
い
た
る
ひ
と
　
五
濁
悪
世
に
か
へ
り
て
は
　
釈
迦
牟
尼
仏
の

　
　
ご
と
く
に
て
　
利
益
衆
生
は
き
は
も
な
し
一
「
浄
土
和
讃
し
全
集
第
二
巻

　
　
和
讃
篇
一
六
頁
一

　
　
こ
の
さ
と
り
を
う
れ
ば
、
す
な
わ
ち
大
慈
大
悲
き
わ
ま
り
て
生
死
海
に
か

　
　
へ
り
い
り
て
普
賢
の
徳
に
帰
せ
し
む
と
ま
ふ
す
。
一
「
唯
信
妙
文
意
」
全
集

　
　
第
三
巻
和
文
篇
ニ
ハ
○
頁
）

　
　
＊
普
賢
の
徳
－
慈
悲
を
も
っ
て
、
あ
ま
ね
く
一
切
衆
生
を
救
う
行
な
い
の

　
　
徳
（
中
村
元
同
仏
教
語
大
辞
典
』
に
由
る
）

刊
教
行
信
証
』
で
は
、
利
他
を
行
な
う
心
を
持
つ
こ
と
が
、
往
生
の
必
要
条
件

と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
願
作
仏
心
は
即
ち
こ
れ
度
衆
生
心
な
り
、
度
衆
生
心
は
即
ち
こ
れ
衆
生
を

　
　
摂
取
し
て
有
仏
の
国
土
に
生
ぜ
し
む
る
心
な
り
。
こ
の
故
に
か
の
安
楽
浄

　
　
土
に
生
れ
む
と
願
ず
る
者
は
、
要
ず
無
上
菩
提
心
を
発
す
る
な
り
。
も
し
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人
、
無
上
菩
提
心
を
発
せ
ず
し
て
、
た
だ
か
の
国
土
の
受
楽
無
聞
な
る
を

　
　
聞
き
て
、
楽
の
た
め
の
故
に
生
れ
む
と
願
ず
る
は
、
ま
た
ま
さ
に
往
生
を

　
　
得
ざ
る
べ
き
な
り
。
？
教
行
信
証
L
思
想
大
系
一
五
二
頁
一

無
論
、
利
他
を
行
な
う
心
も
阿
弥
陀
仏
か
ら
与
え
ら
れ
る
。

　
　
還
相
と
は
、
か
の
土
に
生
じ
已
り
て
、
審
摩
他
・
毘
婆
舎
那
・
方
便
力
成

　
　
就
す
る
こ
と
を
得
て
、
生
死
の
欄
林
に
廻
入
し
て
、
一
切
衆
生
を
教
化
し

　
　
て
、
共
に
仏
道
に
向
か
へ
し
め
た
ま
ふ
な
り
。
一
「
教
行
信
証
」
同
九
三
頁
・

　
　
但
し
「
浄
土
論
註
」
か
ら
の
引
用
）

　
　
如
来
二
種
の
廻
向
一
註
1
－
往
相
・
還
相
の
廼
向
一
と
ま
ふ
す
こ
と
は
、
こ

　
　
の
二
種
の
廻
向
の
願
を
信
じ
、
ふ
た
ご
こ
ろ
な
き
を
、
真
実
の
信
心
と
ま

　
　
ふ
す
。
一
「
末
燈
抄
し
全
集
第
三
巻
書
簡
篇
二
二
頁
一

と
す
れ
ば
、
こ
の
世
の
仏
菩
薩
や
僧
侶
は
、
一
旦
浄
土
に
い
っ
た
念
仏
者
の
化

　
　
　
一
犯
一

現
で
あ
り
、
現
世
の
念
仏
者
に
と
っ
て
、
自
分
も
い
つ
か
そ
う
な
る
べ
き
理
想

　
　
　
　
　
一
㎝
一

像
な
の
で
あ
る
。

　
理
想
像
の
具
体
例
と
し
て
、
親
鴛
は
禽
分
を
專
修
念
仏
へ
導
い
た
法
然
と
聖

徳
太
子
を
考
え
て
い
た
。
前
述
の
如
く
親
鴛
に
と
っ
て
、
聖
徳
太
子
・
法
然
は

単
な
る
「
善
知
識
」
で
は
な
く
、
西
方
浄
土
か
ら
衆
生
救
済
に
や
っ
て
き
た
、

勢
至
菩
薩
・
観
音
菩
薩
の
化
現
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
親
鴛
に
お
い
て
、
西
方
浄
土
で
の
成
仏
後
に
利
他
行
を
行
な

う
こ
と
は
、
念
仏
者
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
り
、
こ
の
世
の
仏
菩
薩
は
西
方
浄
土

か
ら
の
化
現
で
あ
る
。
従
っ
て
、
余
仏
菩
薩
か
ら
阿
弥
陀
へ
の
信
心
を
勧
め
ら

れ
る
と
い
う
考
え
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
三
願
転
入
の
論
理

と
の
関
係
で
言
え
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
親
鷲
の
恩
想
遍
歴
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。

　
前
述
の
如
く
、
法
然
に
お
い
て
、
還
相
の
利
他
行
は
積
極
的
に
説
か
れ
て
お

ら
ず
、
親
鴛
の
如
く
、
現
世
の
仏
菩
薩
を
還
相
の
利
他
行
の
主
体
と
す
る
考
え

は
な
い
。
法
然
に
お
い
て
、
類
似
し
た
思
想
は
、
善
導
が
阿
弥
陀
仏
の
化
現
で

あ
る
と
す
る
思
想
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
阿
弥
陀
仏
の
化
現
で
あ
り
、
そ
こ
に

余
仏
菩
薩
が
入
り
こ
む
余
地
は
な
い
。

　
以
上
、
法
然
・
親
鴛
両
者
に
と
っ
て
、
余
仏
が
念
仏
者
に
浄
土
を
勧
め
て
く

れ
る
の
は
、
共
通
だ
が
、
親
鷲
に
お
い
て
、
諸
菩
薩
を
含
め
た
余
仏
菩
薩
が
「
善

知
識
し
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
、
親
鷲
の
往
生
観
・

還
相
の
利
他
行
の
思
想
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
論
述
し
た
。

　
な
お
、
神
祇
と
の
聞
題
に
つ
い
て
、
；
菌
触
れ
て
お
け
ば
、
親
鴛
に
お
け
る

念
仏
者
の
善
知
識
の
中
に
、
神
祇
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
こ
こ
に
お
い
て
、
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
1
』

鴛
は
余
仏
菩
薩
と
神
祇
と
を
明
確
に
区
別
し
て
い
た
、
と
言
え
る
。

　
　
　
　
結
び
～
そ
の
後
の
展
開
～

　
以
上
見
て
き
た
通
り
、
親
鴛
は
、
余
仏
菩
薩
は
念
仏
者
に
と
っ
て
阿
弥
陀
仏

の
教
え
に
導
い
て
く
れ
る
善
知
識
で
あ
る
故
、
誹
誇
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る

の
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
史
料
と
若
干
重
複
す
る
が
、
ま
と
め
と
し
て
親
鴛

の
記
述
を
引
用
し
た
い
。

　
　
こ
の
信
心
を
う
る
こ
と
は
、
釈
迦
・
弥
陀
・
十
方
諸
仏
の
御
方
便
よ
り
た

　
　
ま
は
り
た
る
と
し
る
べ
し
。
し
か
れ
ば
、
諸
仏
の
御
お
し
え
を
そ
し
る
こ

　
　
と
な
し
、
余
の
善
根
を
行
ず
る
ひ
と
を
そ
し
る
こ
と
な
し
。
一
「
末
燈
紗
」

　
　
全
集
第
三
巻
書
簡
篇
六
七
頁
一

　
　
世
々
生
々
に
無
量
無
辺
の
諸
仏
・
菩
薩
の
利
益
に
よ
り
て
、
よ
ろ
づ
の
善
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を
修
行
せ
し
か
ど
も
、
自
力
に
て
は
生
死
を
い
で
ず
あ
り
し
ゆ
へ
に
、
臓

　
　
劫
多
生
の
あ
ひ
だ
、
諸
仏
・
菩
薩
の
御
す
す
め
に
よ
り
て
、
い
ま
ま
う
あ

　
　
ひ
が
た
き
弥
陀
の
御
ち
か
ひ
に
あ
ひ
ま
ひ
ら
せ
て
さ
ふ
ら
ふ
御
恩
を
し
ら

　
　
ず
し
て
、
よ
ろ
づ
の
仏
・
菩
薩
を
あ
だ
に
ま
ふ
さ
ん
は
、
ふ
か
き
御
恩
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
η
一

　
　
し
ら
ず
さ
ふ
ら
ふ
べ
し
。
一
「
御
消
息
集
」
同
二
二
四
～
二
二
五
頁
一

そ
し
て
こ
の
論
理
付
け
は
親
鷲
の
往
生
観
二
二
願
転
入
の
論
理
と
密
接
な
関
連

　
　
　
　
　
　
　
　
一
鴉
一

を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
一
」
う
し
て
み
て
み
る
と
、
余
仏
菩
薩
誹
誇
停
止
は
現
実
社
会
と
の
安
易
な
妥

協
で
は
な
く
、
親
鴛
の
専
修
念
仏
か
ら
当
然
導
き
だ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言

え
る
。
さ
て
、
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
余
仏
菩
薩
観
が
門
徒
に
ど
う
受
け
入
れ
ら

れ
た
の
か
、
略
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
論
の
結
び
と
し
た
い
。

　
親
鷲
の
こ
の
よ
う
に
善
知
識
と
し
て
余
仏
菩
薩
を
積
極
的
に
評
価
す
る
考
え

は
浄
土
真
宗
の
発
展
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
本
願
寺
三
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
刎
一

覚
如
は
、
以
下
の
様
に
余
仏
菩
薩
を
阿
弥
陀
仏
の
垂
迩
と
し
て
説
い
て
い
る
。

　
　
ま
た
岡
般
舟
経
』
に
の
た
ま
は
く
、
「
三
世
諸
仏
念
弥
陀
三
昧
成
等
正
覚
」

　
　
と
も
と
け
り
。
諸
仏
自
利
利
佗
の
願
行
、
弥
陀
を
も
て
あ
る
じ
と
し
て
分

　
　
身
遣
化
の
利
生
方
便
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
掲
焉
し
。
こ
れ
に
よ
り
て
久
遠
実

　
　
成
の
弥
陀
を
も
て
報
身
如
来
の
本
躰
と
さ
だ
め
て
、
こ
れ
よ
り
応
迩
を
た

　
　
る
る
諸
仏
通
惣
の
法
報
応
等
の
三
身
は
み
な
弥
陀
の
化
用
た
り
と
い
ふ
こ

　
　
と
を
し
る
べ
き
も
の
な
り
。
一
「
口
伝
妙
し
全
集
第
四
巻
言
行
篇
…
一
ρ
二

　
　
頁
一

又
覚
如
の
長
子
存
覚
も
以
下
の
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
と
余
仏
菩
薩
と
の
関
係
を

本
地
垂
迩
説
で
説
い
て
い
る
。

　
　
マ
タ
楊
伽
経
ニ
ハ
、
「
十
方
ノ
国
土
ノ
ア
ラ
ユ
ル
仏
菩
薩
ハ
、
ミ
ナ
無
量

　
　
寿
ノ
極
楽
界
ヨ
リ
イ
デ
タ
リ
L
卜
、
ト
ケ
リ
。
コ
レ
ハ
、
諸
仏
ミ
ナ
弥
陀

　
　
ノ
分
身
ナ
リ
ト
キ
コ
ヘ
タ
リ
。
一
「
諸
神
本
懐
集
」
門
臼
本
思
想
大
系
一
申

　
　
世
神
道
論
』
二
〇
二
頁
）

し
か
し
、
門
徒
の
間
に
は
、
そ
の
後
も
余
仏
菩
薩
誹
講
が
続
い
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
蓮
如
の
『
御
文
脇
に
は
、
以
下
の
様
な
記
述
が
あ
る

　
　
　
　
一
蝸
一

か
ら
で
あ
る
。

　
　
一
諾
神
諸
仏
菩
薩
カ
ロ
シ
ム
ヘ
カ
ラ
ス
一
略
一
諸
仏
菩
薩
ト
申
ハ
、
ソ
レ

　
　
弥
陀
如
来
ノ
ミ
ナ
分
身
ナ
レ
ハ
、
十
方
諸
仏
ノ
タ
メ
ニ
ハ
、
本
師
本
仏
ナ

　
　
ル
カ
ユ
エ
ニ
、
阿
弥
陀
一
仏
二
帰
シ
タ
テ
マ
ツ
レ
ハ
、
ス
ナ
ハ
チ
諸
仏
菩

　
　
薩
二
帰
ス
ル
イ
ハ
レ
ア
ル
カ
ユ
エ
ニ
、
阿
弥
陀
仏
一
体
ノ
ウ
チ
ニ
諸
仏
菩

　
　
薩
ハ
ミ
ナ
コ
ト
コ
ト
ク
コ
モ
レ
ル
ナ
リ
。
一
文
明
六
年
一
月
十
一
日
の
条
・

　
　
門
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
一
八
四
頁
～
一
八
五
頁
一

と
す
る
と
、
親
鴛
の
余
仏
菩
薩
観
は
、
教
学
に
取
り
入
れ
ら
れ
つ
つ
も
、
門
徒

の
間
に
は
そ
れ
以
後
も
余
仏
菩
薩
誹
誇
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

一
ユ
一
無
住
が
師
匠
か
ら
譲
り
受
け
た
法
音
寺
を
律
院
に
し
た
建
長
四
年
は
、

　
忍
性
が
常
陸
へ
下
っ
た
年
で
あ
る
。

一
2
一
古
典
文
学
大
系
閉
沙
石
集
』
補
注
八
六
一
渡
辺
綱
也
筆
一
・
堤
禎
子
「
中

　
世
、
地
蔵
信
仰
の
ト
ポ
ス
一
下
一
」
前
掲
　
但
し
、
異
説
も
あ
る
。

一
3
一
渡
浩
一
「
十
四
巻
本
『
三
国
因
縁
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
と
そ
の
周
辺
」

　
　
一
『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
二
一
号
　
昭
和
六
〇
年
一
・
堤
禎
子
㍗
申

　
世
、
地
蔵
信
仰
の
ト
ポ
ス
一
下
一
L
前
掲

一
4
一
奈
良
博
順
「
法
然
の
思
想
的
形
成
」
一
『
倫
理
学
研
究
』
第
九
号
　
昭
和
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三
六
年
一
・
広
神
清
「
鎌
倉
・
室
町
期
の
浄
土
教
と
運
命
観
」
一
門
季
刊
日

　
本
思
想
史
』
第
三
二
号
　
平
成
元
年
一

一
5
一
坪
井
俊
映
「
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
一
向
専
修
の
形
成
に
つ
い
て
一
二
一
」

　
　
一
門
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
十
巻
第
二
号
　
昭
和
四
七
年
一
・
拙
稿
「
法

　
然
浄
土
教
に
お
け
る
地
蔵
誹
講
」
一
門
日
本
思
想
史
学
』
第
二
五
号
　
掲
載

　
予
定
一

一
6
一
こ
う
し
た
思
想
は
一
つ
に
は
、
法
然
滅
後
、
諸
行
往
生
が
法
然
門
弟
に

　
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
た
と
い
う
歴
史
的
背
景
に
由
る
。
山
本
仏
骨
「
助
正

　
論
の
一
視
角
」
一
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
十
一
巻
第
二
号
　
昭
和
三
八

　
年
一
一
7
一
拙
稿
η
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
地
蔵
誹
講
L
前
掲

一
8
一
古
田
武
彦
氏
は
、
「
方
便
の
誓
願
」
と
は
親
鴛
に
お
い
て
第
十
九
願
を

　
指
し
、
第
十
七
願
は
「
真
実
の
行
願
」
と
さ
れ
る
点
か
ら
、
こ
の
消
息
に

　
は
第
十
七
願
と
第
十
九
願
の
混
同
が
見
ら
れ
、
錯
簡
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
　
一
叩
親
驚
思
想
』
冨
山
房
　
昭
和
五
〇
年
　
二
二
七
・
二
九
三
頁
一
以
上

　
の
見
解
に
は
、
①
本
論
文
で
引
用
し
た
『
唯
信
抄
文
意
』
の
記
述
を
ど
う

　
捉
え
る
か
、
②
第
十
七
願
を
「
真
実
の
行
願
」
と
し
た
場
合
、
第
十
八
願

　
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
う
二
点
が
問
題
と
し
て
残
る
。
古
田

　
氏
の
綴
密
な
書
誌
学
研
究
の
成
果
と
合
わ
せ
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

一
9
）
法
然
は
阿
弥
陀
仏
・
善
導
の
化
身
と
も
さ
れ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て

　
は
、
本
論
で
は
字
数
の
関
係
上
触
れ
な
い
。

一
！
0
一
「
自
力
の
念
仏
」
が
い
つ
頃
で
あ
っ
た
か
は
、
難
し
い
問
題
だ
が
、
法

　
然
入
門
直
後
に
、
い
き
な
り
他
力
の
念
仏
・
禽
然
法
爾
の
境
地
に
達
し
た

　
と
は
考
え
に
く
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
一
応
、
法
然
に
入
門
し
た
後
の

　
し
ば
ら
く
の
間
を
想
定
し
て
い
る
。
参
考
～
桐
漢
順
忍
笥
教
行
信
証
に
聞

　
く
魁
一
教
育
新
潮
社
　
昭
和
五
五
年
一
別
巻
　
二
一
八
頁
～
二
一
九
頁

一
u
一
神
子
上
恵
龍
岡
改
訂
教
行
信
証
概
観
』
一
永
田
文
昌
堂
　
昭
和
二
七
年
一

　
三
〇
六
頁
～
三
〇
八
頁

一
1
2
）
註
一
1
0
一
に
同
じ
。

一
1
3
一
そ
の
他
、
『
往
生
大
要
抄
』
一
五
七
頁
一
・
門
阿
弥
陀
経
釈
』
一
一
五
二
頁
一
・

　
　
門
御
消
息
』
一
五
八
二
頁
一
等
に
記
述
が
あ
る
。

一
1
4
）
宮
井
義
雄
氏
は
法
然
に
お
い
て
、
還
相
の
利
他
行
は
成
仏
後
で
は
な
く
、

　
因
位
の
菩
薩
の
ま
ま
衆
生
済
度
を
行
な
う
、
と
し
て
い
る
。
宮
井
義
雄
『
親

　
鷲
の
大
地
　
教
行
信
証
と
古
事
記
』
一
春
秋
社
　
昭
和
六
三
年
一
三
六
四

　
頁
　
但
し
、
宮
井
氏
は
具
体
的
史
料
を
挙
げ
て
い
な
い
。

一
1
5
一
三
田
全
信
「
鎌
倉
二
位
禅
尼
へ
の
消
息
と
背
後
考
」
一
門
仏
教
文
化
研
究
』

　
第
十
三
号
　
昭
和
四
一
年
一
・
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
六
四
七
頁

一
1
6
）
法
然
の
思
想
の
背
景
と
し
て
当
然
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
善
導
で

　
あ
る
。
大
原
性
実
氏
は
、
『
観
経
疏
』
散
善
義
の
、
「
又
、
廻
向
と
言
ふ
は
、

　
彼
の
国
に
生
じ
已
り
、
還
り
て
大
悲
を
起
こ
し
、
生
死
に
廻
入
し
、
衆
生

　
を
教
化
す
る
を
、
亦
廻
向
と
名
づ
く
る
な
り
」
か
ら
、
「
一
切
の
往
生
人
、

　
即
ち
凡
夫
が
浄
土
に
往
生
一
往
相
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
尊
高
な
る

　
大
功
用
一
註
1
－
還
相
廻
向
一
を
な
さ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
し
て
い

　
る
。
一
『
善
導
教
学
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
　
昭
和
四
九
年
　
二
六
九
頁
～

　
二
七
〇
頁
一
従
っ
て
、
大
原
氏
の
見
解
に
従
え
ば
、
善
導
は
還
相
の
廻
向

　
を
全
て
の
念
仏
者
に
適
用
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

一
1
7
一
そ
の
他
、
『
浄
土
宗
略
抄
』
一
六
〇
三
頁
）
・
『
逆
修
説
法
』
一
二
四
二
頁
）

　
に
記
述
が
あ
る
。
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一
1
8
一
親
鴛
の
廻
向
観
に
つ
い
て
は
、
通
例
、
曇
鴛
の
影
響
が
考
え
ら
れ
て
い

　
る
が
、
大
原
性
実
氏
は
、
曇
鴛
と
親
鴛
の
中
聞
に
善
導
を
置
い
て
い
る
。

　
註
一
1
6
一
参
照

一
犯
一
現
世
の
仏
菩
薩
が
全
て
西
方
浄
土
か
ら
の
還
相
者
で
あ
る
と
親
鷲
が
位

　
置
付
け
て
い
る
か
ど
う
か
、
あ
い
ま
い
で
は
あ
る
が
、
釈
迦
す
ら
弥
陀
の

　
教
え
を
説
く
た
め
に
出
現
し
た
と
す
る
久
遠
実
成
の
弥
陀
仏
の
考
え
方
か

　
ら
以
上
の
よ
う
に
言
え
る
と
思
わ
れ
る
。
論
証
は
別
稿
に
期
し
た
い
。
但

　
し
、
覚
如
で
あ
れ
ば
、
本
文
後
述
の
如
く
、
「
三
世
の
諸
仏
、
弥
陀
三
昧

　
を
念
じ
、
等
正
覚
を
成
す
し
と
し
て
い
る
故
、
全
て
の
仏
菩
薩
は
弥
陀
の

　
弟
子
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

一
2
0
一
岡
亮
二
氏
は
「
あ
る
べ
き
自
分
の
「
す
が
た
ヒ
と
し
て
い
る
。
一
「
『
教

　
行
信
証
』
序
説
」
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
編
『
親
鴛
教
学
の
諸
問
題
』
永
田

　
文
昌
堂
　
昭
和
六
二
年
一

一
2
1
一
築
田
哲
雄
「
親
鴛
の
神
祇
に
対
す
る
態
度
」
一
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

　
第
三
八
号
第
一
号
　
平
成
元
年
一

一
2
2
一
そ
の
他
、
『
唯
信
抄
文
意
』
一
全
集
第
三
巻
和
文
篇
一
七
六
頁
一
に
も
ほ

　
ぼ
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

一
2
3
一
こ
の
点
を
法
然
と
比
較
す
る
と
、
法
然
に
お
い
て
は
、
余
仏
菩
薩
誹
誇

　
は
、
「
正
法
誹
諾
」
に
当
た
る
故
、
停
止
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
『
七

　
箇
条
起
請
文
』
七
八
七
頁
一
し
か
し
、
現
世
に
お
い
て
、
念
仏
以
外
の
行

　
を
捨
象
す
る
法
然
思
想
か
ら
こ
の
こ
と
は
、
導
き
に
く
い
。
事
実
、
弟
子

　
の
中
に
は
、
「
上
人
の
詞
、
皆
表
裏
あ
り
」
一
門
興
福
寺
奏
状
』
一
と
す
る
も

　
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
「
皆
し
と
は
言
い
過
ぎ
だ
が
、
こ
う
し
た
誤
解
は

　
法
然
思
想
か
ら
当
然
生
じ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
佐
藤
弘
夫
『
日
本
申

　
　
世
の
国
家
と
仏
教
』
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
六
二
年
　
一
二
二
頁
一

一
2
4
）
久
野
芳
子
η
浄
土
真
宗
に
お
け
る
神
祇
観
の
発
展
L
一
石
田
一
良
編
『
臼

　
本
精
神
史
』
ぺ
り
か
ん
社
　
昭
和
六
三
年
一

一
2
5
一
門
御
文
㎏
に
は
、
具
体
的
に
余
仏
菩
薩
の
名
前
を
挙
げ
て
い
な
い
が
、
『
熊

　
野
教
化
集
』
に
は
、
地
蔵
菩
薩
・
観
音
菩
薩
等
へ
の
誹
誇
停
止
が
訴
え
か

　
け
ら
れ
て
い
る
。
一
門
真
宗
史
料
集
成
』
第
五
巻
　
一
〇
四
頁
～
一
〇
六
頁
一

＊
法
然
の
著
作
は
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
、
親
鷲
・
覚
如
の
著
作
は
定
本
親

　
鷺
聖
人
全
集
一
但
し
、
教
行
信
証
の
み
岩
波
書
店
日
本
思
想
大
系
一
、
沙

　
　
石
集
は
岩
波
書
店
日
本
文
学
大
系
、
興
福
寺
奏
状
は
岩
波
書
店
日
本
思
想

　
大
系
『
鎌
倉
旧
仏
教
』
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
引
用
。
原
漢
文
は
書
き
下
し
て
引

　
　
用
し
、
又
随
時
補
註
を
施
し
て
い
る
。

　
　
　
　
一
し
み
ず
・
く
に
ひ
こ
　
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
研
究
科
一
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